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主な内容

人　口
　男
　女
世帯数

12,052（－１４）
5,995（－１２）
6,057（－　２）
4,877（+　８）

2014. 12. 1現在（　 ）は前月比

今年は白子町６０周年
　太平洋に面した白子町では、水平線からの日の出を見ることが
できます。元旦の海岸には、初日の出を見ようと夜明け前から多
くの方が訪れます。日の出前は気温が一段と下がり、肌を刺すよう
な厳しい寒さですが、波の音が響く中、静かに日の出の瞬間を待
ちます。水平線から太陽が昇りはじめると、新年の訪れを実感す
ると同時に、それぞれの新年への思いを心に刻むことでしょう。
　今年は昭和３０年に白子町が誕生して６０周年の節目の年。白
子町のシンボルキャラクター「げんき君」も２０歳で成人式を迎え
ます。きっと、新たな気持ちで初日の出を見たことでしょう。皆様
も幸多き１年となりますように。

○町長・議長　新年のあいさつ 　　　　　　 ２
○平成２５年度決算の公表 　　　　　　　　 ４
○第４回議会定例会 　　　　　　　　　　　 ６
○国保・年金 　　　　　　　　　　　　　　 ８
○確定申告 　　　　　　　　　　　　　　　 10
○お知らせ 　　　　　　　　　　　　　　　 11
○九十九里浜の詩 　　　　　　　　　　　　 14
○くらしのこよみ・休日当番医 　　　　　　 16
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町　

長　

林 　

 

和 

雄

60
周
年

　

元
気
と
笑
顔
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
末
は
、
突
然
の
衆
議
院
の
解
散
総
選

挙
が
あ
り
、
ま
さ
に
師
走
の
慌
た
だ
し
い
締

め
く
く
り
で
し
た
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た

赤
崎
氏
、
天
野
氏
、
中
村
氏
、
ソ
チ
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

羽
生
選
手
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
葛
西
選
手
、

ま
た
テ
ニ
ス
の
錦
織
選
手
な
ど
、
日
本
人
の

世
界
で
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
１
年
で
し
た
。

　
白
子
町
で
は
、
９
年
ぶ
り
に
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
会

場
に
な
り
、
高
校
生
の
日
本
一
を
競
う
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
は
じ
め
、
地

元
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
高
い

評
価
を
得
る
と
と
も
に
、
期
間
中
、
延
べ
５	

万
２
千
人
の
方
が
来
町
さ
れ
、「
テ
ニ
ス
の
町
」

の
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
記
録
的
な
豪
雪
、
豪
雨
、
火
山

噴
火
等
、
国
内
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。

　
我
が
町
の
姉
妹
都
市
小
谷
村
で
も
、
長
野

県
北
部
地
震
の
影
響
で
一
部
被
害
を
受
け
た

た
め
、
災
害
時
相
互
支
援
協
定
に
基
づ
き
応

援
職
員
を
派
遣
し
、
慣
れ
な
い
雪
の
中
、
被

害
調
査
活
動
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

両
総
用
水
更
新
事
業
の
完
成
が
あ
り
ま
す
。

両
総
用
水
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
の
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
水
源
に
乏
し
く
、
常
に

旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
九
十
九
里
平
野
の

水
田
に
、
利
根
川
か
ら
水
を
引
こ
う
と
い
う

壮
大
な
事
業
計
画
を
、
先
人
た
ち
の
血
の
に

じ
む
努
力
で
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
18
年
か
ら
40
年
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
た
大
工
事
で
、
佐
原
か
ら
一
宮
に
か
け

た
耕
地
１
万
８
千
ha
を
潤
す
も
の
で
、
全
国

で
も
屈
指
の
大
用
水
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
老
朽
化
が
進
み
、
各
地
で
故
障
や

破
損
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
農

林
水
産
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
更
新
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
新
事
業
は
平
成
５
年
か
ら
20
年
余
の
歳

月
と
１
０
８
０
億
円
の
巨
費
を
か
け
て
、
昨

年
秋
に
完
工
式
を
迎
え
た
も
の
で
す
。
あ
ま

り
大
き
く
は
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
人
の
意
志
を
引
き
継
い
で
の
大
事
業
の
完

成
は
、
白
子
町
を
含
め
て
九
十
九
里
平
野
の

歴
史
的
か
つ
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
先

人
た
ち
の
過
去
の
苦
労
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。な
お
、今
で
は
、用
水
の
一

部
は
上
水
道
の
源
水
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
高
齢
化
に
加
え
、
人
口
減

少
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
創
生
会
議
か
ら
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー

ト
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
」と
い
う
但
し
書
き

が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
２
０
４
０
年
に
は

全
国
１
７
４
１
の
市
町
村
の
内
、
８
９
６
が

消
滅
し
か
ね
な
い
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

も
の
で
、
我
が
町
も
２
０
４
０
年
に
は
人
口

が
７
０
０
０
人
余
に
ま
で
減
少
し
て
し
ま
う

と
い
う
推
計
が
出
て
お
り
、
衝
撃
は
大
変
な

も
の
で
し
た
。
こ
の
会
議
の
座
長
で
も
あ
る

元
岩
手
県
知
事
の
増
田
寛
也
氏
の
著
書
に

は
、
そ
の
大
き
な
原
因
は
子
育
て
環
境
の
悪

い
東
京
圏
へ
若
者
が
移
動
し
続
け
た
結
果
で

あ
り
、
す
で
に
多
く
の
地
方
で
は
、
高
齢
者

す
ら
減
り
は
じ
め
人
口
が
減
少
、
大
都
市
で

は
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

ま
で
の
発
想
の
切
り
替
え
や
潜
在
し
て
い
る

地
方
の
良
さ
の
堀
り
起
こ
し
を
進
め
、
地
方

に
人
々
が
と
ど
ま
り
、
希
望
ど
お
り
に
子
ど

も
を
持
て
る
、
何
よ
り
家
族
に
団
欒
が
あ
る

社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
我
が

町
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
取
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
老
朽
化
に
伴
い
改
築
中
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
す
。
８
０
０
食

余
の
小
規
模
な
施
設
で
す
が
、
小
さ
な
施
設

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
気
配
り
と
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
命
と
財
産
を
守
る
防
災
対
策
も
、
予
定
ど

お
り
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
南
白
亀
川
堤
防

の
嵩
上
げ
工
事
、
南
日
当
橋
の
架
け
替
え
工

事
の
確
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
白
子
町
60
周
年
の
年
。

こ
の
間
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
、
着
実
に
大
き
く
町
勢
の
進
展
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
60
年
は
人
で
い
え
ば
還
暦

に
な
り
ま
す
が
、
積
み
重
ね
た
年
輪
を
大
切

に
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
向
け
て
、
元

気
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
併
せ
て
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
27
年
の
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
私
義
12
月
の
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
第
33
代

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
開
か
れ
た
議
会

と
な
る
よ
う
、
そ
の
使
命
達
成
に
最
善
を

尽
く
す
所
存
で
す
。

　
近
年
は
、
異
常
気
象
や
大
規
模
災
害
が

多
く
、
我
々
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
地
震
や
火
山
噴
火
を
は
じ
め
、
夏

の
尋
常
で
な
い
暑
さ
や
豪
雨
、
台
風
に
よ

る
突
風
、
こ
の
冬
も
厳
し
い
寒
さ
と
大
雪

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
天
候
に
よ
る
大
き

な
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
や
手
漉

き
和
紙
の
技
術
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
技
術

が
世
界
で
認
め
ら
れ
る
嬉
し
い
話
題
も
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
国
民
に
信
を
問
う
」
と
行
わ
れ

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
解
散
総
選
挙
は
、
「
景

気
回
復
の
道
し
か
な
い
」
と
訴
え
た
自
民

党
の
圧
勝
に
終
わ
り
、
安
倍
政
権
を
信
任

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
投

票
率
は
戦
後
最
も
低
い
数
字
と
な
り
、
国

民
の
国
政
へ
の
関
心
や
期
待
の
低
さ
を
露

呈
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り

デ
フ
レ
経
済
か
ら
脱
却
し
た
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
個
人
や
中
小
企
業
が
景
気

回
復
を
実
感
す
る
に
は
ほ
ど
遠
く
、
地
方

経
済
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
第
３
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、

経
済
再
生
と
財
政
再
建
、
地
方
創
生
に
向

け
て
の
施
策
が
一
層
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
１
月
の
通
常
国
会

で
消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
時
期

を
１
年
半
先
送
り
す
る
税
制
改
正
法
案
が

提
出
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
新
内
閣
に
は

机
上
論
で
は
な
く
、
真
に
地
方
の
実
情
に

配
慮
し
た
「
景
気
回
復
」
と
「
地
方
創

生
」
の
着
実
で
強
固
な
推
進
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
加

速
す
る
中
で
、
地
方
は
特
に
深
刻
な
状
況

で
す
。
白
子
町
も
若
者
の
定
住
化
対
策
と

し
て
各
種
の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
思
う
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
ら
ず
、

人
口
は
減
少
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
影
響
を
受
け
た
商
工

観
光
業
は
、
防
災
対
策
に
加
え
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
方
策
と
し
た
取
組
み
で
来

町
者
数
は
回
復
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

昨
年
９
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競

技
は
、
平
成
22
年
の
国
体
以
来
の
大
き
な

大
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
よ
り
、
５
万
人

を
超
え
る
来
町
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
農
業
も
転
換
期
を
迎
え
、
国
で
は
農
地

中
間
管
理
機
構
の
整
備
や
６
次
産
業
の
市

場
拡
大
、
付
加
価
値
農
業
の
推
進
な
ど
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。
白
子
町
で
は
、
一

部
の
意
欲
あ
る
若
者
に
よ
る
元
気
な
農
業

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
農
産
物
の
価
格
低
下

な
ど
、
生
産
農
家
に
は
厳
し
い
現
状
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
白
子
町
60
周
年
の
節
目
の
年
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
60
周
年
を
新
た
な
一
歩
へ
の
再
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
て
原
点
に
戻
り
、
ふ
る

さ
と
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
し

い
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ

う
。
町
議
会
も
、
町
当
局
と
真
摯
な
議
論

を
重
ね
、
諸
課
題
の
解
決
と
施
策
の
推
進

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
本

年
が
平
穏
で
明
る
い
希
望
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

議
会
議
長　

齊 

藤 

豊 

彦

新
た
な
一
歩
へ
再
ス
タ
ー
ト
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一 般 会 計
歳出総額 歳入総額
44億9457万円 48億350万3千円

町税 
 1,300,154,174円
繰越金 
 195,997,764円
諸収入 
 109,408,137円
使用料及び手数料 
 88,765,781円
分担金及び負担金 
 39,549,797円 
繰入金 
 74,543,884円
財産収入等 
 21,993,901円

民生費
1,157,881,771円（25.8%）

総務費
697,574,635円（15.5%）

衛生費
489,217,334円（10.9%）

土木費
483,936,644円（10.8%）

教育費
443,049,553円（9.9%）

公債費
287,331,720円（6.3%）

農林水産業費
268,834,924円（6.0%）

諸支出金
252,126,375円（5.6%）

消防費
213,624,879円（4.75%）

商工費 113,715,123円（2.5%）
議会費 85,209,076円（1.9%）

災害復旧費 2,067,450円（0.05%）

自主財源（38.1％）
1,830,413,438円

依存財源（61.9％）
2,973,089,876円

地方交付税 
 1,370,094,000円
町債 
 407,900,000円
地方譲与税 
 72,031,000円
県支出金 
 388,759,691円
国庫支出金 
 583,463,185円
地方消費税交付金 
 98,188,000円
その他の交付金等 
 52,654,000円

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩
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１人当りの納めた町税 １人当りの使ったお金
２４年度 ２５年度 ２４年度 ２５年度

町　民　税 ４４,９２５円 ４５,０５５円 民 生 費 ９４,２９０円 ９５,９０７円
固定資産税 ５１,１６２円 ５１,９５９円 教 育 費 ３５,０２４円 ３６,６９７円
町たばこ税 ５,５８０円 ６,４９２円 総 務 費 ６６,１２８円 ５７,７８０円
入　湯　税 １,５３４円 １,５８７円 衛 生 費 ４１,７８２円 ４０,５２２円
軽自動車税 ２,１４８円 ２,２９７円 土 木 費 ２７,００１円 ４０,０８４円
そ　の　他 ３０１円 ３００円 そ の 他 ８４,２０９円 １０１,２９３円
合　　　計 １０５,６５０円 １０７,６９０円 合 　 計 ３４８,４３４円 ３７２,２８３円

町 税 の 内 訳 （単位：千円）

区　分 ２４年度 ２５年度
町
民
税

個人分 ４７７,８１５ ４７１,０１７
法人分 ７４,４９９ ７２,９３１

固定資産税 ６２８,９９０ ６２７,３０４
軽自動車税 ２６,４０６ ２７,７３７
町たばこ税 ６８,６００ ７８,３８０
鉱　産　税 ３,６９９ ３,６２２
入　湯　税 １８,８６４ １９,１６３
合　　　計 １,２９８,８７３ １,３００,１５４

町 の 財 産
土　　地 ２１８,５０９㎡ 
建　　物 ３４,４９５㎡ 

出資金・出損金 ６億４３４４万円 
基　　金 １７億２６０万９千円 
車　　両 ３４台 

◆国民健康保険事業
歳　入　総　額 18億4319万1千円
歳　出　総　額 17億4727万7千円
歳入歳出差引額 9591万4千円

◆後期高齢者事業
歳　入　総　額 1億735万1千円
歳　出　総　額 1億699万円
歳入歳出差引額 36万1千円

◆休養施設事業
歳　入　総　額 2078万1千円
歳　出　総　額 1943万円
歳入歳出差引額 135万1千円

◆介護保険事業
歳　入　総　額 11億6214万4千円
歳　出　総　額 11億2423万9千円
歳入歳出差引額 3790万5千円

◆ガ　ス　事　業
収　 　　益 2億7393万9千円
費　 　　用 2億6098万9千円
純　 　　益 1295万円

町 の 借 金 （単位：千円）

区分 金　額 摘要（主なもの）
総務費 １５０,４００ 情報化基盤整備事業など

民生費 ７,２０６ 保育所建設費

衛生費 １９２,２００ コミュニティプラント建設事業など

農業費 １０６,０２８ 県営湛水防除事業など

商工費 １,４００ 海岸施設整備事業費

土木費 ６７９,４０６ 道路工事費など

教育費 ２０８,７８０ 小中学校工事費など
災　害
復旧費 ４,０６１ 公共土木災害復旧事業債

その他 ２,０２８,７０８ 臨時財政対策債など

計 ３,３７８,１８９

※平成25年度末の人口 12,073人で割った数字です

特 別 会 計
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　平成26年第４回議会定例会が12月11日に開かれ、補正予算案など町長提出議案２件が上程され、
慎重審議の結果、原案のとおり可決されました。９月の定例会において決算審査特別委員会に付託さ
れていた平成25年度決算についても審査の結果が報告され、認定されました。（詳細は４、５ページ）
　また、北田議長の辞職に伴い、齊藤豊彦氏が第33代議長に選出されました。

可
決
さ
れ
た
議
案

第33代議長に齊藤豊彦氏

□�

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
規
約
の

一
部
を
改
正

　
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
九
十
九
里
地
域

水
道
企
業
団
の
事
務
所
が
新
た
に
建
設
さ

れ
た
た
め
、
規
約
中
の
事
務
所
の
位
置
に

関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
を
協
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

今
回
の
補
正
額　
２
０
，５
３
９
千
円

❏
歳
入
（
主
な
も
の
）

　
国
庫
支
出
金　
　

	

△
２
，５
９
１
千
円

　
県
支
出
金　
　
　
　

	

２
，３
５
０
千
円

　
繰
越
金　
　
　
　

	

１
８
，４
８
０
千
円

　
町
債　
　
　
　
　
　

	

２
，３
０
０
千
円

❏
歳
出
（
主
な
も
の
）

　
総
務
管
理
費　
　
　

	

４
，４
１
０
千
円

　
徴
税
費　
　
　
　
　

	

１
，９
６
４
千
円

　
農
業
費　
　
　
　
　

	

３
，９
０
９
千
円

　
林
業
費　
　
　
　
　

	

１
，０
０
０
千
円

　
商
工
費　
　
　
　
　

	

７
，５
４
０
千
円

　
土
木
費　
　
　
　
　
　

	

４
５
２
千
円

　
社
会
教
育
費　
　
　

	

１
，２
３
９
千
円

学校の枠を越えて
小中連携でマラソン大会

　12月９日（火）、白子中学校のグラウンドで、町内
３小学校の６年生と白子中学校１年生によるマラソ
ン大会が開催されました。小中連携事業の一環とし
て初めて行われたもので、小学生は1,200ｍ、中学
生は2,200ｍを男女別に走りました。
　体力の向上はもちろん、小学校は各学年１クラス
しかないため、学校の枠を越えて交流することで競
争意識の向上や中学校へのスムーズな進級も目的と
なっています。子どもたちは冷たい風に吹かれなが
らも、最後まであきらめず、全員が完走しました。

12月25日全面開通
古所海岸入口交差点

　平成26年７月から実施していました主要地方
道茂原白子線と町道１１４号線（旧主要地方道
飯岡一宮線）の交差部（古所海岸入口交差点・
小湊バス白子車庫脇）の道路工事が完成し、12
月25日（木）全面開通しました。
　工事期間中は大変ご迷惑をおかけしました。
　ご理解、ご協力ありがとうございました。
　　問い合わせ　長生土木事務所 道路建設課
　　　　　　　　☎２６ー３７０３

右折車線も増設された県道
中学校のグラウンドを走る小学生たち
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白子町農業委員会委員一般選挙

◇
立
候
補
さ
れ
る
方

　
〇
事
前
説
明
会　
２
月
３
日
（
火
）
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
候
補
３
名
ま
で
）

　
〇
事
前
審
査
会　
２
月
17
日
（
火
）
９
時
～
16
時

　
〇
届
出
期
日　
２
月
24
日
（
火
）
８
時
30
分
～
17
時

　
※
会
場
は
、
す
べ
て
役
場
第
３
会
議
室
（
２
階
）
で
す
。

◇
投
票
で
き
る
方

　
〇
白
子
町
に
住
所
の
あ
る
方

　
〇	

名
簿
確
定
期
日
（
平
成
26
年
３
月
31
日
）
現
在
で
20
歳

以
上
の
方

　
〇
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作
を
営
む
方

　
〇
右
の
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

　
（
１
年
を
通
し
、
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
）

　
※	

た
だ
し
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方

◇
期
日
前
投
票

　
　

	

選
挙
当
日
（
３
月
１
日
）
、
仕
事
や
旅
行
、
行
事
、
病

気
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
○
期
間　
２
月
25
日
（
水
）
～
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
20
時

　
○
場
所　
役
場　
第
３
会
議
室
（
２
階
）

　
　
問
い
合
わ
せ　
白
子
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
３
３

－

２
１
１
０

投票日 ３月１日（日）
告
　
示　
２
月
24
日
（
火
）

投
　
票　
３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 

午
前
７
時
～
午
後
５
時

投
票
所　
白
子
町
国
民
体
育
館
（
武
道
場
）

防災行政無線「屋外放送施設」の一部放送停止
　町では、防災行政無線設備の老朽化に伴い、平成23年度から27年度にかけて設備の更新を
行っています。設備の更新工事のため、屋外放送施設の放送を停止します。工事は順次行われ、
1月～2月に予定されている工事は下記のとおりです。
　なお、工事期間中に緊急事態が発生した場合等は、メール配信や広報車などで情報提供を行
います。町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

対象施設設置場所 停止期間（予定）
牛込下村青年館・牛込北入地青年館・幸治大村公民館 １月６日（火）～２０日（火）
古所西区青年館・中里西公民館・北高根大村公民館 １月１２日（月）～２６日（月）
牛込瀬入・浜宿下村公民館・幸治下谷集積所 １月２０日（火）～２月３日（火）
白子中学校・浜宿上の台集会所・中里中区青年館 ２月１日（日）～１５日（日）
※天候等により、期間等が変更になる場合があります。

問い合わせ　総務課　☎３３－２１１０

放送内容等を電子メールでお知らせしています
メール配信サービスもご利用ください。
下記の登録用アドレスへ空メールを送信すると、本登録用アドレスが返信されます。
ぜひご利用ください。

◇登録用メールアドレス　shirako@entry.mail-dpt.jp



高令者　奉仕する人　幸令者（第１回輝け！健康県ちば宣言より）

国 保

白子町の医療費の推移
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健康づくりを心掛け、医療費の
節約に努めましょう

①ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、新薬と同様に薬事法に基づいて厚生労働省から承認されている薬です。
　新薬と同じ有効成分を使っているので、安全性も効き目も立証されています。
　 医師が処方箋に「ジェネリック医薬品への変更不可」と署名または記名・押印している場合以外は変

更ができます。処方されている薬にジェネリック医薬品があれば積極的に利用しましょう。

②かかりつけ医をもちましょう
　風邪など症状が軽い場合は、大きな病院でも身近な開業医でも治療内容はほとんど変わりません。
　開業医は大きな病院に比べて待ち時間も短く、体への負担が軽く済む場合もあります。
　 かかりつけ医は、自宅に近く評判のよい開業医を選び、必要に応じてかかりつけ医から適切な医療機

関を紹介してもらいましょう。大きな病院を初めて受診するには紹介状が必要です。紹介状を持たず
に受診すると、特別料金が生じる場合もあります。

③休日や夜間の診療は控えましょう
　 最近、「夜間は待ち時間が短いから」「昼間は都合が悪い」などの理由で、安易に休日や夜間に救急医

療機関を受診する方がいます。緊急を要する重症患者への対応が遅れたり本当に必要なときに救急医
療機関で受診できなくなる場合があります。急病などやむを得ない場合以外は、診療時間内に受診し
ましょう。

④重複受診はやめましょう
　 医療機関を紹介なく変更すると、その度に初診料がかかり、医療費の無駄が発生します。また、何度

も同じ検査や処置・投薬などを行うので体にも負担がかかります。かかりつけ医をもって、何かあっ
た場合は、まずかかりつけ医に相談しましょう。

１人当たりの総医療費が30万円以上に
白子町の平成25年度の１人当たりの総医療費が、初めて３０万円を超えました。
平成16年度に比べると10万円以上も増えており、町全体の総医療費も、過去10年間で2番目に
高く、このまま増え続けると、その費用を補う国民健康保険税にも影響を及ぼします。
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20歳になったら国民年金
成人を迎えられたみなさん、おめでとうございます。
国民年金は、やがて訪れる老後や万一の事態に備え、お互いを支え合う
制度です。20歳になったら忘れずに国民年金加入の手続きをしましょう。

２年度分の保険料を口座振替でまとめて納める「2年前納」もご利用ください。
口座振替のみ（4月末日振替）ご利用が可能で、お申込み期限は毎年2月末です。

メリット①：2年間で14,000円程度割引されます。（保険料が変わると割引額も変わります）
メリット②：納めた全額が社会保険料控除の対象となります。
　　　　　　※納付額全額を納めた年の控除または各年相当額を各年に控除が選択できます。
メリット③：口座振替をご利用することにより、納め忘れを防ぐことができます。
くわしくは、年金事務所へお問い合わせください。

国民年金の加入手続きは、どこでするの？
役場住民課または年金事務所で手続きをしてください。

保険料はいくら？
平成26年度の定額保険料は、月額１５,２５０円です。なお、保険料をまとめて前払いすると割引になる
前納制度があります。また、定額保険料に加えて月額４００円の付加保険料を納めると、将来、受
け取る老齢基礎年金に付加年金（２００円×納付月）を上乗せして支給されます。
※ 付加年金保険料を納められるのは第1号被保険者と任意加入被保険者で、役場住民課または年金事

務所で手続きします。

口座振替が便利でお得！
口座振替は、金融機関等の窓口で現金で納めるよりお得で便利です。口座振替で前納制度をご利用さ
れる場合は、現金での前納よりさらに割引されます。詳しくは、年金事務所にお問い合わせください。

保険料を毎月払えない… そんなときはどうすればいいの？
所得が少なくて保険料を納めることが困難な方は、若年者納付猶予制度や学生納付特例制度など保険料
の猶予される制度等を利用することができます。役場住民課または年金事務所で手続きしてください。
★「学生納付特例制度」
　学生ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　※申請の際は、在学証明書または学生証の写しが必要です。
★「若年者納付猶予制度」
　 学生でない３０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

納付猶予期間の年金はどうなるの？
若年者納付猶予制度や学生納付特例制度を受けた期間は、将来年金を受け取るための受給資格期間
には算入されますが、受け取る年金額には反映されません。年金額を増やすために、これらの期間
の１０年以内分に限り、後で古い期間の分から順に納付することができます（追納）。追納する場合
の保険料額は、猶予等の承認を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降に保険料を追納する
場合、承認期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

「2年前納」なら�とてもお得です



2015-1 10

平成26年分確定申告
所得税・復興特別所得税・贈与税・個人消費税
会場　茂原税務署　２階　会議室

期間　２月９日（月）～３月１6日（月）の平日
時間　9：００ ～ １７：００（受付 ８：３０～）

※ 「譲渡所得（土地、建物、株式などの譲渡）のある方や所得金額が高額な方または収入金額が多額
な方、相談内容が複雑な方（住宅ローン控除適用１年目を含む）はご遠慮ください。

※混雑している場合、受付を早めに締め切ることがあります。
※源泉徴収票等の確定申告に必要な書類・印鑑をご持参ください。

税理士による小規模納税者の方などのための無料申告相談
月　日 会　場 時　間

１月２８日（水） 勝浦市役所
9:30～12:00
13:00～16:00

【相談受付は15:00まで】

１月２９日（木） いすみ市役所（大原庁舎）

１月３０日（金） いすみ市役所（岬庁舎）

２月２日（月）～６日（金） 茂原税務署 （２階 会議室）

◇混雑している場合、受付を早めに締め切ることがあります。
◇２月６日以前は申告書作成会場がありませんので、お待ちいただく場合があります。
◇ １月５日（月）から消費税の申告書・所得税（復興特別所得税を含む）の還付申告書の

提出を受け付けます。

申告書の作成は、国税庁ホームページの

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税及び復興特別
所得税、消費税及び地方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成し、印刷して税務
署へ郵送で提出することができます。

個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告の際の留意事項
消費税（地方消費税を含む。）の税率は、平成26年４月１日から８％です。
平成26年分の消費税及び地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率が適用されたものと
新税率が適用されたものとに区分した帳簿等に基づいて作成する必要があります。

便利な「確定申告書等作成コーナー」で！

税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp



家庭ごみの野外焼却は、禁止されています。

対象資金名 利子補給金額等
・	千葉県中小企業振興資金（サ
ポート短期資金及びセーフ
ティネット資金を除く）
・	㈱日本政策金融公庫が融資す
る国民生活事業融資資金及び
中小企業事業融資資金（両事
業ともセーフティネット貸付
の運転資金を除く）

対象資金限度額　2,000万円以内
利子補給金額　　	年利４％を上限

とし、その1/2
以内

利子補給期間　　３年以内

用意する書類 発行先
借入金証明書 借入先
借入金利子計算書 金融機関
町税完納証明書 役場税務課
在学証明書 就学先

対象資金名 利子補給金額等
・千葉県中小企業振興資金
・	㈱日本政策金融公庫が融資す
る国民生活事業資金及び中小
企業事業融資資金

対象資金限度額　5,000万円以内
利子補給金額　　	年利４％を上限と

し、その1/2以内
利子補給期間　　５年以内

学校別 借入額限度額 利子補給率 利子補給期間
大　学 ３００万円 年率２％以内 借入れの日から

５年以内短大/高等専門学校 １５０万円
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成　人　式
　町では、新成人をお祝いし、次の
とおり成人式を行います。
と　き　１月１１日（日）
　　　　受付　９：３０～
　　　　式典　１０：００～
ところ　青少年センター・ホール
対象者　	平成６年４月２日～平成７

年４月１日生まれの方
※	白子中学校に在籍し、その後転出
した方や、町外から転入された方
も参加できます。該当者には個別
に通知しますが、万一、届かない
場合でも、当日直接会場にお越し
ください。

問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎３３－２１４４

地産地消料理教室
と　き　２月３日（火）
　　　　９：３０～１２：００
ところ　健康づくりセンター
内　容　	調理実習（ねぎ味噌入り鶏

肉のピカタ　ほか）
参加費　２００円（材料費）
持ち物　エプロン、三角巾、布巾
定　員　２４名（先着）
締切り　１月２３日（金）
申込み・問い合わせ
　保健福祉課　健康づくり係
　☎３３－２１７９

手づくりパン教室
葉玉ねぎを使ってパンをつくろう！

と　き　２月６日（金）
　　　　９：３０～１２：００
ところ　健康づくりセンター調理室
定　員　２４名
　　　　（定員になり次第締切）
募集範囲　成人
用意するもの　	エプロン、三角巾、

布巾２枚、容器、手
拭き用タオル

材料費　５００円／人
申込み方法　電話または窓口で
　※１月１３日（火）９時から受付
申込み・問い合わせ
　生涯学習課　☎３３－２１４４

松くい虫防除薬剤の樹幹注入
対象樹木　クロマツ、アカマツ等
薬 剤 名　マツガード液剤（１回の注入により５年間有効）
費　　用　薬剤１本につき３，５７０円程度（手間代及び税込み）
　　　　　＊薬剤本数の目安　樹高１０～１５ｍの場合
　　　　　　胸高直径11～15㎝（1本）16～25㎝（2本）26～30㎝（3本）
※	あくまでも予防剤です。樹脂流出等異常がある松や枝葉が変色した松に
は治療効果はありません。また樹勢が弱い松は避けてください。

申込み期限　１月３０日（金）
申込み・問い合わせ　産業課　☎３３－２１１１（内１５１）

教育ローンに利子補給
町では教育ローンの借入者に対し利子を補給します。
申請書は教育委員会にあります。
締切り　２月２日(月)

ただし、各種専門学校は除く。

問い合わせ　教育課　☎３３－２１４４

中小企業振興資金利子補給
町では町内で営業する中小企業者（法人・個人）に利子を補給します。
◇設備改善資金利子補給制度

◇運転資金利子補給制度

くわしくは町のホームページをご覧ください。
問い合わせ　役場商工観光課　☎３３－２１１７
　　　　　　白子町商工会　　☎３３－２５１７



ゴミの不法投棄はやめましょう。

優　勝 川田有輝 伊藤一美
準優勝 鵜澤　覚 田邉恭佑
３　位 大奈路将太 片岡真愛

安川想真 吉野定子

男 子 女 子
優　勝 鵜澤　覚 金坂千尋
準優勝 青柳祐也 和田町子
３　位 大奈路将太 樽見莉佳

川田有輝 伊藤一美

男子の部 女子の部
優　勝 磯野高司 田中吉江
準優勝 青木喜助 片岡かね子
３　位 鈴木久雄 田中初江
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白子町の天然ガスで快適な冬を
暖房や給湯にガスを使いませんか

　寒い季節は経済的で環境にもやさしい天然ガスで快適に過ごしませんか。
　ガスファンヒーターは消費電力も少なく、着火も早いのですぐに温まり、
嫌な臭いや燃料補給の手間もありません。さらに、ガスストーブは電気も
不要で停電しても安心して使えます。また、ガス給湯機は、お湯切れの心
配もありません。
　ガス工事をご希望の方は、白子町ガス事業所にご連絡ください。
※ガス機器をご使用の際は、必ず換気をしてください。
問い合わせ　白子町ガス事業所　☎３３－３５３０

新春�しらこ落語会
と　き　１月２５日（日）開場	１３：３０	開演	１４：００
ところ　青少年センター・ホール
出　演　林家三平・三遊亭美るく（白子町出身）・林家時蔵
　　　　柳家紫文・柳家花どん
座　席　全席自由　前売券：２，０００円　
　　　　　　　　　当日券：２，５００円　
　　　　※前売で完売した場合、当日券はありません。
　　　　※入場券販売中（祝日及び１月１～３日を除く）
　　　　　販売時間		９：００～１７：００
◎車椅子でお越しの方は、事前にご連絡ください。
入場券取扱・問い合わせ　生涯学習課　☎３３－２１４４

犬の正しい飼い方・しつけ方教室（基礎講座）
と　き　２月１４日（土）１１：００～１２：３０
　　　　（受付１０：３０～）
ところ　長生健康福祉センター（長生合同庁舎）４F　大会議室
　　　　（茂原市茂原１１０２－１）
定　員　４０名（要予約）
内　容　・犬の習性などの講義
　　　　・モデル犬によるデモンストレーション
　　　　　講師　千葉県動物愛護センター職員
受講料　無料
申込み・問い合わせ　長生健康福祉センター　健康生活支援課
　　　　　　　　　　☎２２－５１６７

１月１０日は１１０番の日
１１０番は社会の安全を守る緊急電話です

　千葉県内で１１０番をかけると、千葉市内に所在する千葉県警本部通信
指令室につながります。
　千葉県警察では、皆さんからの通報内容を聞きながら、同時に警察署や
パトカーなどに無線で手配していますので、落ち着いてお話しください。
事件・事故以外の相談・問い合わせ
　千葉県警察本部相談サポートコーナー
　☎０４３－２２７－９１１０（短縮ダイヤル	＃９１１０）
　または最寄りの警察署、交番、駐在所へ

クレジットサラ金無料相談
　千葉県弁護士会では、借金問題で
お困りの方を対象に、クレジットサ
ラ金無料相談を実施しています。
　借金問題に精通した弁護士がお話
を伺いますので、お気軽にご相談く
ださい。
と　き　担当弁護士と相談
ところ　担当弁護士の事務所
対　象　借金問題でお困りの方
相談料　初回無料（３０分）
申込み・問い合わせ
　千葉県弁護士会　
　☎０４３－２２７－８５８１
　（担当弁護士を紹介します）
　受付時間（平日）
　１０：００～１１：３０
　１３：００～１６：００

町民バレーボール大会結果
❏男子･混合の部
優　勝　伊勢化学（代表	中村弘明）
準優勝　フェアリーゴールド
　　　　（代表	金坂潤一）
３　位　メタポリ（代表	齊藤　雄）
❏女子の部
優　勝　ビーナス（代表	御園未記）
準優勝　ミッキー（代表	前田秀子）
３　位　白子中学校（代表	関	智美）

町民グラウンドゴルフ大会結果

町民卓球大会結果
❏シングルスの部

❏混合ダブルスの部



狂犬病予防注射を受けた場合は環境課に申請してください。

業　　　　　種 改正額
（時間額）

調味料製造業	 ８３９円
鉄鋼業 ８８０円
はん用機械器具、生産用機械器具製造業 ８５５円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通
信機械器具製造業	 ８５９円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具・理化学機
械器具製造業、医療用機械器具・医療用品製造業、光学機
械器具・レンズ製造業、時計・同部分品製造業、眼鏡製造業

８４１円

各種商品小売業 ８１９円
自動車（新車）小売業 ８５０円
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くつ飛ばし競争
　靴を遠くまで飛ばせるのは誰だ！
　一番遠くまで飛ばせた人には景品
をプレゼントします。
と　き　１月１１日（日）
　　　　１４：００～　
ところ　県立蓮沼海浜公園
　　　　こどものひろば
　　　（山武市蓮沼ホ３６８－１）
　　　※当日会場にお越しください。
対　象　小学生
問い合わせ　県立蓮沼海浜公園
　　　　　　☎0475-86-3171

千葉県フラワーフェスティバル
　県内の農家が育てた花が展示され
る花の祭典。フラワーアレンジメン
ト千葉県代表によるデモンストレー
ションやアレンジ教室などが行われ、
最終日は展示品の販売も行います。
と　き　１月９日(金)～12日(月・祝)
　　　　10:00～19:00
　　　※12日（月・祝）は12時で終了
ところ　千葉三越８階催事場
内　容　	花の品評会・ディスプレイ、

フラワーアレンジ教室、花
きの販売など

問い合わせ　県生産振興課
　☎０４３－２２３－２８７１

成犬・成猫無料で譲ります
と　き　１月２２日（木）
　　　　２月２６日（木）
　　　　３月２６日（木）
　　　　１３：３０～１５：００
　　　　（受付１３：００～）
ところ　千葉県動物愛護センター
問い合わせ　千葉県動物愛護センター
　☎０４７６－９３－５７１１

お詫びと訂正
　広報しらこ１２月号３ページに掲
載しました記事に誤りがありました。
　正しくは次のとおりです。
　お詫びして訂正いたします。
❏文化の日の表彰
　白子町一般表彰
　渡邉　淸さん（八斗東）

「ぐるっと長生フェスタ２０１５」参加者募集
ノルディックウォークで幸せのパワースポット巡り in 長南

と　き　３月１日（日）９：３０～１４：３０
ところ　	長南町役場集合	→【ノルディックウォーク】→	称念寺（波の伊八

見学）→	長福寿寺（ご当地キャラとの撮影会・昼食）→	笠森観
音堂	→	町営駐車場	→バス送迎→	長南町役場（約10㎞コース）

参加費　２，５００円（当日徴収、昼食、保険代等）
　　　　ストックレンタル料　５００円（希望者のみ）
定　員　１４０名（要予約・先着順）
申込方法　	1月中旬から2月20日（金）までに申込用紙を事務局へ持参また

は郵送、FAX（申込用紙は町のＨＰからダウンロードできます）
申込み・問い合わせ　長生地域観光連盟事務局（睦沢町地域振興課内）
　　　　　　　　　　☎４４－２５０５　FAX４４－１７２９

未来の農林業を育てる統計調査です
２０１５年農林業センサスにご協力ください

　２月１日現在で２０１５年農林業センサスが実施されます。
　この調査は５年ごとに実施され、調査の結果は、今後の農林業の施策に
活用されます。
　農林業と農山村は、食糧の安定供給だけでなく自然環境の保全など重要
な役割を担っています。しかし、近年は農業従事者の高齢化や農山村の過
疎化が進んでいます。今後の日本の農林業の持続・発展、経営の安定化や
農山村の活性化を図るためには、地域ごとに現状を把握し、課題に対応す
るための施策の企画・立案が重要です。
　１月中旬頃から農林業を営む皆様のところへ調査員が訪問し、調査票の
記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

千葉県特定最低賃金改正
　下記産業の事業場で働く労働者に適用される７業種の特定最低賃金が改
正されました。
　支払賃金を最低賃金と比較する場合、賃金から精皆勤手当、通勤手当、
家族手当、時間外勤務手当、休日出勤手当、深夜勤務手当、賞与及び臨時
の賃金は除外されます。（平成26年12月25日発効）

問い合わせ　千葉労働局　賃金室　☎０４３－２２１－２３２８

ながいき



新世紀を迎えて　林町長 2000.1.1
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信

じ
ら
れ
な
い
早
さ
で
す
。

　
当
日
、
私
は
千
葉
、
佐
倉
、
成

田
な
ど
か
ら
徹
夜
で
白
子
海
岸
を

目
指
す
「
夜
明
け
に
向
か
っ
て
歩

く
会
」
会
員
90
人
を
迎
え
る
た
め
、

夜
中
か
ら
海
岸
周
辺
を
自
転
車
で

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
聞
の
情
報
欄
に
あ
っ
た
「
歩

く
会
」
の
企
画
を
友
人
が
教
え
て

く
れ
た
の
を
幸
い
、「
ぜ
ひ
、私
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
い
、

ゴ
ー
ル
を
白
子
海
岸
に
決
め
、
取

材
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
責
任
者
に

頼
み
こ
み
、
林
町
長
に
は
大
切
な

町
の
行
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
ご
挨

拶
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

耳
を
傾
け
る
参
加
者
の
真
剣
な
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
後
数

年
間
、
私
は
同
会
へ
白
子
海
岸
の

情
報
提
供
を
続
け
ま
し
た
。

　
「
歩
く
会
」
に
限
ら
ず
、
白
子

町
の
魅
力
・
価
値
を
発
信
し
た
い

と
、
現
在
も
内
外
の
団
体
に
加
入

し
て
、
わ
ず
か
で
す
が
海
や
海
辺

の
自
然
環
境
、
海
岸
開
発
な
ど
の

情
報
交
換
を
続
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
が
早
過
ぎ
る
と
感
じ
た

15
年
の
間
に
、
全
国
の
地
方
都
市

が
発
信
す
る
情
報
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
人
口
縮
小
社
会
の
到

来
が
日
本
各
地
に
大
き
な
波
紋
を

投
げ
か
け
て
い
る
た
め
で
す
。

　
国
土
交
通
省
の
発
表
し
た
中
小

都
市
（
人
口
５
万
人
以
下
）
の
人

口
減
少
率
40
％
以
上
（
２
０
５
０

年
）
は
脅
威
的
で
す
が
、
強
烈
な

の
は
、
民
間
試
算
の
若
年
女
性
が

２
０
４
０
年
ま
で
に
半
減
し
、
行

政
機
能
維
持
が
難
し
く
な
る
、
と

い
う
予
測
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
も
急
激
に
増

え
、
く
わ
し
い
情
報
が
手
軽
に
得

ら
れ
ま
す
。
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
、
自
分
の
住
む
町
に
関
心
を

持
つ
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。
最
近

は
、
女
性
が
教
育
・
福
祉
・
医
療

行
政
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

と
新
聞
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　
選
挙
前
に
地
方
創
生
関
連
二
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
今
年
は
否
応

な
く
、国
を
挙
げ
て「
地
方
創
生
」

に
取
り
組
む
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

国
は
都
道
府
県
と
市
町
村
に
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
を
創
る
努
力
義
務
を

課
し
、
国
も
国
の
総
合
戦
略
を
創

る
と
の
こ
と
で
す
。
白
子
町
の
価

値
、
魅
力
を
再
認
識
す
る
多
く
の

人
々
が
立
ち
上
が
り
、
都
会
で
は

考
え
ら
れ
な
い
、
地
方
創
生
シ
ス

テ
ム
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
夢
見
て

い
ま
す
。　
　
　
（
高
橋
昭
彦
）

第
一
八
五
回

『
九
十
九
里
浜
の
詩
』
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

http://w
w
w
4.ocn.ne.jp/~eca33eca/

　

昨
年
12
月
19
日
（
金
）、
関
小

学
校
３
年
生
26
名
が
、
南
白
亀
川

で
フ
ナ
の
稚
魚
の
放
流
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、南
白
亀
川
漁
業

協
同
組
合（
組
合
長	
酒
井
良
信
氏
）

が
種
苗
放
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ

と
の
産
業
や
河
川
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
生
き
物
の
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
用
意
さ
れ
た
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
稚
魚

は
40
㎏
で
、
大
き
い
も
の
は
体
長

約
20
セ
ン
チ
。
春
か
ら
初
夏
に
か

け
て
産
卵
し
、
成
長
す
る
と
50
～

60
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
漁
協
の
方
か
ら

ヘ
ラ
ブ
ナ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
、
バ
ケ
ツ
で
少
し
ず
つ
護
岸

か
ら
静
か
に
川
へ
放
流
し
、
「
水

が
冷
た
い
け
ど
頑
張
っ
て
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

がんばって大きく育ってほしい
関小学校児童がフナの稚魚を放流
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新
井
田
美
沙
緒

落
葉
か
ら
生
ま
れ
し
ご
と
く
雀
翔
つ

灯
籠
に
こ
も
り
冬
越
す
鬼
の
子
ら

	

金
井
道
子

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
い
よ
よ
緋ひ

の
色
恋
ひ
に
け
り

初
氷
期
の
光
を
跳
ね
返
す

	

遠
藤
　
了

焼や
き
い
も薯
に
ぬ
く
も
り
五
分
バ
ス
を
待
つ

雑ざ

こ魚
を
干
す
笊ざ

る

に
浜
路
の
冬
目
濃
し

	

片
岡
幹
男

凩こ
が
ら
しや
天
空
に
聳た

つ
城
櫓や

ぐ
ら

子
規
庵
の
黒
き
文ふ

机づ
く
え

冬
深
し

	

金
坂
和
幸

鼾い
び
き

か
き
眠
り
し
猫
や
冬
日
和

短た
ん
じ
つ日
や
改
札
ご
し
の
別わ

か
れ
か
な哉

	

秋
葉
晴
耕

偕か
い
ろ
う老
の
夕ゆ

う

餉げ

は
は
や
し
冬
至
粥

急
行
の
風
に
煽あ

お

ら
る
年
の
暮

	

緑
川
美
代
子

海
苔

ひ
び
に
冬
日
さ
し
た
る
南
白
亀
川

枯
落
葉
踏
み
し
め
ゆ
っ
く
り
八
十
路
行
く

	

鵜
澤
洋
州

熱
き
師
の
寒
さ
教
室
郷
土
学

竹た
け

伐き

り
や
蔓
に
つ
ま
ず
く
老
の
足

	

佐
藤
五
城
目

格
安
の
柿
買こ

ふ
て
ゆ
く
福
祉
祭

ゆ
ず
一
つ
大
き
く
し
ぼ
る
樵き

こ
り

の
手

片	

岡	

幹	

男　
選

新に

井い

田だ　

美み

沙さ

緒お

落お
ち
ば葉
か
ら
生う

ま
れ
し
ご
と
く
雀す
ず
め
た翔
つ

　

朽く

ち
葉
色
の
鳥
は
地
上
で
は
目
立
た
な
い
。

　

落
葉
溜
り
か
ら
い
き
な
り
飛
び
翔
つ
雀
を
、

ま
る
で
落
葉
か
ら
生
れ
た
様
だ
と
形
容
し
た

作
者
の
詩
心
に
感
動
す
る
。

緑み
ど
り
　

川か
わ　

美み

よ

こ
代
子

枯か
れ
お
ち
ば
落
葉
踏ふ

み
し
め
ゆ
っ
く
り
八や
そ
じ
十
路
行い

く

　

静
け
さ
の
中
、
音
を
立
て
な
が
ら
落
葉
を

踏
む
。
八
十
路
の
歩
み
は
ゆ
っ
く
り
だ
け
れ

ど
、
自
分
の
道
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
し
っ
か

り
と
歩
き
続
け
る
。

　

実
景
と
も
と
れ
る
し
作
者
の
心
象
風
景
と

も
と
れ
ま
す
。

（
片
岡　

幹
男
）

し
ら
こ
俳
句
会

関小４年　北　田　海
み
　優
ゆう

〈評〉夢の列車を想像しながら楽しく絵
を描きました。着色を水の量に気を
つけて行いました。

　
言
葉
の
解
説

鬼お
に
の
子こ

…	

蓑み
の
む
し虫
に
こ
と
。
「
鬼
の
捨す
て
ご子
・
み
な
し

子
」
な
ど
と
も
言
い
秋
の
季
語
。

竹た
け
伐き

り
…	

秋
気
が
深
ま
っ
た
時
に
竹
質
が
定
ま
り
、

仲
秋
を
切
り
時
と
す
る
。

短た
ん
じ
つ日
…
…	

冬
至
を
頂
点
に
、
冬
は
日
が
短
く
あ
わ

た
だ
し
く
暮
れ
る
。	

俳
句
で
は
、
日
永（
春
）・
短
夜（
夏
）・

夜
長（
秋
）と
い
う
約
束
に
な
っ
て
い
る
。

南白亀小４年　薄　葉　汐　音

〈評〉ガンの頭領「残雪」と天敵のハ
ヤブサとの戦いを描きました。羽
が飛び散ったり姿勢が崩れたりし
ている様子から、戦いの激しさが
わかります。鳥の細かな模様まで
もしっかり描けました。

白潟小５年　河　野　充　希

〈評〉筆順と字形の関係を知り、左はらい
と交わっている横画の長さの違いに気
をつけて書くことができました。

「ゆめの列車」
「大造じいさんとガン」
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診療科目　内科・小児科　　茂原市八千代1－5－4（茂原消防署の裏）
診療時間　午後８時～11時まで　２４－１０１０
局番なしの　♯８０００　ダイヤル回線からは043－242－9939
毎日午後７時～１０時

夜間救急
診 療 所
こども救病
電話相談

☆当番医は変更になる場合があります。
　中央消防署指揮情報係24-0119へお問い合わせください。

（休日当番は午前９時～午後５時まで）●休日の当番医案内
月　日 内　　　　科 外　　　　科 一　宮　地　区

１月１日 大 木 医 院 23－2546 菅 原 病 院 25－1171 長 島 医 院 42－8800
１月２日 宮 本 内 科 医 院 22－3770 茂 原 中 央 病 院 24－1191 津 谷 ク リ ニ ッ ク 32－5645
１月３日 粒 良 医 院 25－8580 君 塚 病 院 25－1811 睦 沢 診 療 所 44－2236
１月４日 鈴 木 医 院 22－2630 宍 倉 病 院 24－2171 Ｋ・Ｉク リ ニ ッ ク 42－7575
１月11日 す だ 内 科 医 院 24－7717 本 納 整 形 外 科 34－5091 よねもと整形外科 40－1065
１月12日 聖 光 会 病 院 35－5151 宍 倉 病 院 24－2171 長 生 八 積 医 院 32－3282
１月18日 上 茂 原 診 療 所 25－2510 三 枝 医 院 25－2203 長 生 診 療 所 32－3303
１月25日 東 部 台 医 院 22－2455 公 立 長 生 病 院 34－2121 いちのみやクリニック 42－1616

２０１5（平成27）年
１月/Jan くらしのこよみ

救急患者の方が優先となります。

日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 31 1/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
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乳児健診（健セ）
○H26年９月生
受付13：00～13：10

（母子手帳）
○H26年１.６月生
受付13：15～13：30

（母子手帳・使用中の歯ブラシ）

結婚相談（公）
13：00～15：00

（役）…役場　（健セ）…健康づくりセンター　（公）…公民館　（青セ）…青少年センター

今月の納税
町県民税…………………４期
国民健康保険税…………７期
後期高齢者保険料………７期
介護保険料………………６期
２月２日までに納めましょう。

心配ごと・行政・
人権相談
9：00～12：00（公）

こあらっこ
（子育て相談）
13：30～（予約制）

（健セ）（母子手帳）

移動交番（公）
10：00～11：00

交通事故巡回相談
（茂原市役所）
10：00～15：00

エイズ相談・
HIV等抗体検査

（長生保健所）
13：00～14：00

（予約制☎22-5167）

不燃ゴミ（関）
粗大ゴミ（白）

休日開庁
8：30～17：15

保育所園庭開放
9：30～11：00

エイズ相談・
HIV等抗体検査

（長生保健所）
13：00～14：00

（予約制☎22-5167）

心配ごと相談
9：00～12：00（公）
予約制（☎33-5746）

資源ゴミ（白）
粗大ゴミ（南）

心配ごと相談
9：00～12：00（公）
予約制（☎33-5746）

こころの健康相談
（長生保健所）
14：00～16：00

（予約制☎22-5167） 保育所園庭開放
9：30～11：00

不燃ゴミ（白）
資源ゴミ（南）
粗大ゴミ（関）

保育所園庭開放
9：30～11：00

心配ごと相談
9：00～12：00（公）
予約制（☎33-5746）
保育所園庭開放
9：30～11：00

官庁御用納め

成人の日

移動交番（公）
10：00～11：00

こころの健康相談
（長生保健所）
14：00～16：00

（予約制☎22-5167）

元旦

成人式（青セ）
10：00～

不妊相談
（長生保健所）
14：00～16：00

（10日前までに予約）
☎22-5167

老人精神保健福祉
相談（長生保健所）
14：00～15：00

（予約制☎22-5167）


